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身につけさせたい資質・能力 

西袋第一小学校 西袋第二小学校 西袋中学校 

１，２年 ３，４年 ５，６年 １、２年 ３年 

◎
人
間
関
係
形
成 

・社
会
形
成
能
力 

  多様な他者の考えや立

場を理解し、相手の意見を

聴いて自分の考えを正確

に伝えることができると

ともに、自分の置かれてい

る状況を受け止め、役割を

果たしつつ他者と協力・協

働して社会に参画し、今後

の社会を積極的に形成す

ることができる力 

○他者の思いに気付く  

 力 

○他者を理解する力 

○自分の思いを伝える 

 力 

○他者と協働する力 

○礼儀をわきまえる力 

○友だちと仲良くする

子ども 

○家族や先生に自分の

気もちを伝えられる

子ども 

○大きな声であいさつ

や返事をする子ども 

○友だちと協力して学

習や生活に取り組む

子ども 

○友だちのよいところ

を認め、励まし合う子

ども 

○友達に自分の気もち

を伝えられる子ども。 

○自分から進んであい

さつする子ども 

○思いやりの心をもち、

相手の気もちを考え

て行動する子ども 

○縦割り班の活動に進

んで参加し、役割と責

任を果たす子ども。 

○自分の悩みを相談で

きる人がいる子ども。 

○集団生活のマナーを

守れる子ども。 

◯他者に配慮しながら
積極的に人間関係を
築こうとする生徒 

◯友だちの気もちや考
えを理解する生徒 

◯時と場をわきまえて、
礼儀正しく接する生
徒 

 

◯自分から役割や仕
事を見つけたり、分
担したりしながら、
周囲と力を合わせ
て行動する生徒 

◯友だちの相談に応
じる生徒 

◯時と場に応じた適
切な言動をとる生
徒 

◎
自
己
理
解 

・自
己
管
理
能
力 

 自分が「できること」「意

義を感じること」「したい

こと」について、社会との

相互関係を保ちつつ、今後

の自分自身の可能性を含

めた肯定的な理解に基づ

き主体的に行動すると同

時に、自らの思考や感情を

律し、かつ、今後の成長の

ために進んで学ぼうとす

る力である。 

○自分をみつめる力 

○自分のよさに気付く  

 力 

○目標に向かって継続

する力 

○自分をコントロール

する力 

○自分の好きなことや

できることが言える

子ども 

○わがまましないで規

則正しい生活をする

子ども 

 

○自分のよさを見つけ

る子ども 

○約束や社会のきまり

を守る子ども 

○自分でやろうと決め

たことは粘り強くや

りとげる子ども。 

○自分の短所と長所が

わかる子ども 

○より高い目標をたて

て、くじけないで努力

するこども。 

◯自分の個性や能力に
ついて理解を深める
生徒 

◯自分と他者の物事に
対する感じ方やとら
え方の違いについて
理解する生徒 

◯自分の好みにかかわ
らず、やらなければな
らない学習や仕事に
誠意をもって取り組
む生徒 

◯自分の個性や能力
を客観的に見るこ
とができる生徒 

◯自分が大切な存在
だと考える生徒 

◯不得意なことや苦
手なことでも、自ら
進んで取り組む生
徒 

 

課
題
対
応 

能
力 

 

仕事をする上での様々

な課題を発見・分析し、適

切な計画を立ててその課

題を処理し、解決すること

ができる力。 

◯課題をみつけ、解決し 

ようと実行する力 

○挑戦する力 

○学習を生かして活用 

する力 

○自分のことは自分で

行おうする子ども 
 

○自分の力で課題を解

決しようとする子ど

も 

○生活上の課題を見付

け、自分の力で解決し

ようとする子ども。 

○学校生活や友人関係

の課題を考え、居心地

のよい関係になるよ

う解決策を考えるこ

ども。 

◯よりよい生活や学習、
進路や生き方を目指
して自ら課題を見い
だしていくことの大
切さを理解する生徒 

◯生徒会活動の課題を
考え、更に充実した活
動になるように解決
策を考える生徒 

◯夢や希望の実現に
向けて課題を自覚
し、その解決を目指
す生徒 

◯学校のリーダーと
して学校生活の課
題を把握し、全校児
童生徒で解決しよ
うとする生徒 

キ
ャ
リ
ア
・ 

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力 

「働くこと」の意義を理

解し、自らが果たすべき

様々な立場や役割との関

連を踏まえて「働くこと」

を位置付け、多様な生き方

に関する様々な情報を適

切に取捨選択・活用しなが

ら、自ら主体的に判断して

キャリアを形成していく

力。 

 

○主体的に取り組む力 

○正しく判断する力 

○家族の仕事の様子が

わかり、興味をもつ子

ども。 

◯家事の手伝いや係や

当番の必要性がわか

る子ども 
 

○身近で働く人の苦労
や喜びを考えて仕事
に興味をもつ子ども 

◯係や当番の大切さに
気付き、進んで取り組
み、働くことの楽しさ
がわかる子ども 

○働くことの意義を考
え、憧れとする職業や
人物をもつ子ども 

◯学んだり体験したり
したことと生活や職
業との関係を考える
子ども。 

◯委員会活動に責任を
もって取り組み、貢献
することの大切さを
知る子ども 

◯学ぶことや働くこと
の意義について考え
たり、今学校で学んで
いることと自分の将
来とのつながりを考
えたりする生徒 

◯職場訪問や調べ学習
を通して職業に対す
る知識を深め、視野を
広げる生徒 

◯社会における役割
分担の意義と個々
の果たすべき責任
について理解する
生徒 

◯望ましい職業観を
身につけた生徒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小・中学校教育目標 

西袋中 

豊かな心を持ち 

実践力のある 

たくましい生徒 

西袋一小 

心豊かなたくましい子ども 

考える子・思いやる子・たくましい子 

小中一貫教育テーマ 

深く考え、自己を高める 
心豊かな児童・生徒の育成 
～キャリア教育を中核にして～  

西袋二小 

自ら学ぶ、豊かな人間性と 

じょうぶなからだをもった 

子ども 

社会で求められる力 

【グローバル化，高度情報化】   

○「国際対話能力」         

・語学力（英語力）               

・表現力（論理性，論旨の明快さ） 

【環境問題対応と多文化共生】     

○共生の精神             

 ・日本人としてのアイデンティティー 

 ・他国文化の理解          

・異なるものへの尊敬       

【価値観の多様化】         

○社会生活をする上での基礎基本   

 ・コミュニケーションツール活用力 

 ・情報収集、探索能力       

 ・人間関係形成能力        

【社会の階層化】 

○自らの生き方を追求する態度 

 ・選択能力 

 ・課題解決能力 

 ・計画実行能力 

 

■須賀川市教育委員会学校教育目標 

未来からつかわされた「やさしく 正し

く たくましいウルトラの子」 

■小中一貫教育 須賀川モデル 

「小中一貫教育」の目的 

 中学校区ごとに、学校が保護者や地域住民と目

指す児童生徒像を共有し、その実現のために小・

中学校が固く連携しながら、９年間のスパンで編

成した教育課程を中心として系統的な教育や課題

解決のための連続性のある取組みを行うことによ

り、一人ひとりの児童生徒の個性の伸長と生きぬ

く力を育成する。 

児童・生徒の実態 

【学習面】 

〇 基本的な学びの習慣が，定着しつつある。  
〇 課題解決に意欲的である。 
● 筋道を立て、深く考えることが苦手な児童・
生徒が多い。 

● 話をよく聞く習慣が身に付いていない。  

【学校生活】 

〇 明るく活発で，助け合って生活している。  
● 挨拶や場に応じた正しい言葉遣いが身につい
ていない児童・生徒が見られる。 

● 基本的生活習慣の未定着児童・生徒がいる。  
● 過保護に育てられた児童・生徒が多い。  

９年間で目指す児童・生徒像 

【西袋第一小学校・西袋第二小学校】 
○道徳教育の充実を図ります。 

特別の教科 道徳の時間を充実させ、深く考える時間やこれ 

までの自分やこれからの自分を見つめる時間を作ります。 

○自分や友達の良さをみつけます。 
異年齢集団での活動を大切にしたり、学び合いの学習を大切 

にしたりしながら、自分や友達のよさを見つけ、認め合う活動

を行いながら、共感的理解にたって学級集団をつくります。 

○校内研修の充実を図ります。 
  外国語活動（西一小）、特別の教科 道徳（西二小）の研究 

を通して、自分の思いを伝える力を高めます。 

【西袋中学校】 
○道徳教育の充実を図ります。 

人間としての生き方について自覚を深め、豊かな体験を通して

生徒の内面に根ざした道徳性の育成を図る。 

○自主的な活動の場、望ましい人間関係を深める時間を
多く設定します。 
教師と生徒、生徒相互の触れあいの場、生徒の自主性や自立性 

の育成を目指し、望ましいリーダーとなる生徒を意図に育成する 

機会をつくります。 

○「さらに居心地の良い空間づくり」をします。 
各教科で小集団学習を取り入れ、授業を通して人間関係を構築

するとともに、学習指導、生徒指導の基盤を確立します。 
 

西袋中学校区小中一貫教育推進委員会 
・各校校長、教頭、主幹教諭、教務主任、※西袋公民館 

公民館長 

情報交換 
・授業研究会の積極的 
相互参加 
・中学校体験Ｗｅｅｋ 
・教員交流研修 
・西袋地区生徒指導 
委員会 

【学力向上部】・【豊かな心部】 【健康・体力部】・【地域連携部】 


